




検出指数値
（検出値/目標値）

59 チオジカルブ 殺虫剤 0.08 以下 0.0008 未満 0.00
60 チオファネートメチル 殺虫剤,殺菌剤 0.3 以下 0.003 未満 0.00
61 チオベンカルブ 除草剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
62 テフリルトリオン 除草剤 0.002 以下 0.00002 未満 0.00
63 テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ） 除草剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
64 トリクロピル 除草剤 0.006 以下 0.00006 未満 0.00
65 トリクロルホン（ＤＥＰ） 殺虫剤 0.005 以下 0.00005 未満 0.00
66 トリシクラゾール

殺虫剤,殺菌剤,
植物成長調整剤

0.1 以下 0.001 未満 0.00
67 トリフルラリン 除草剤 0.06 以下 0.0006 未満 0.00
68 ナプロパミド 除草剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
69 パラコート 除草剤 0.01 以下 0.0001 未満 0.00
70 ピペロホス 除草剤 0.0009 以下 0.00001 未満 0.00
71 ピラクロニル 除草剤 0.01 以下 0.0001 未満 0.00
72 ピラゾキシフェン 除草剤 0.004 以下 0.00004 未満 0.00
73 ピラゾリネート（ピラゾレート） 除草剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
74 ピリダフェンチオン 殺虫剤 0.002 以下 0.00002 未満 0.00
75 ピリブチカルブ 除草剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
76 ピロキロン 殺虫剤,殺菌剤 0.05 以下 0.0005 未満 0.00
77 フィプロニル 殺虫剤,殺菌剤 0.0005 以下 0.000005 未満 0.00
78 フェニトロチオン（ＭＥＰ）

殺虫剤,殺菌剤,
植物成長調整剤

0.01 以下 0.0001 未満 0.00
79 フェノブカルブ（ＢＰＭＣ） 殺虫剤,殺菌剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
80 フェリムゾン 殺虫剤,殺菌剤 0.05 以下 0.0005 未満 0.00
81 フェンチオン（ＭＰＰ） 殺虫剤 0.006 以下 0.00006 未満 0.00
82 フェントエート（ＰＡＰ） 殺虫剤,殺菌剤 0.007 以下 0.00007 未満 0.00
83 フェントラザミド 除草剤 0.01 以下 0.0001 未満 0.00
84 フサライド 殺虫剤,殺菌剤 0.1 以下 0.001 未満 0.00
85 ブタクロール 除草剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
86 ブタミホス 除草剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
87 ブプロフェジン 殺虫剤,殺菌剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
88 フルアジナム 殺菌剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
89 プレチラクロール 除草剤 0.05 以下 0.0005 未満 0.00
90 プロシミドン 殺菌剤 0.09 以下 0.0009 未満 0.00
91 プロチオホス 殺虫剤 0.007 以下 0.00007 未満 0.00
92 プロピコナゾール 殺菌剤 0.05 以下 0.0005 未満 0.00
93 プロピザミド 除草剤 0.05 以下 0.0005 未満 0.00
94 プロベナゾール 殺虫剤,殺菌剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
95 ブロモブチド 殺虫剤,殺菌剤 0.1 以下 0.001 未満 0.00
96 ベノミル 殺菌剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
97 ペンシクロン 殺虫剤,殺菌剤 0.1 以下 0.001 未満 0.00
98 ベンゾビシクロン 除草剤 0.09 以下 0.0009 未満 0.00
99 ベンゾフェナップ 除草剤 0.005 以下 0.00005 未満 0.00

100 ベンタゾン 除草剤 0.2 以下 0.002 未満 0.00
101 ペンディメタリン 除草剤,植物成長調整剤 0.3 以下 0.003 未満 0.00
102 ベンフラカルブ 殺虫剤,殺菌剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
103 ベンフルラリン（ベスロジン） 除草剤 0.01 以下 0.0001 未満 0.00
104 ベンフレセート 除草剤 0.07 以下 0.0007 未満 0.00
105 ホスチアゼート 殺虫剤 0.005 以下 0.00005 未満 0.00
106 マラチオン（マラソン） 殺虫剤 0.7 以下 0.007 未満 0.00
107 メコプロップ（ＭＣＰＰ） 除草剤 0.05 以下 0.0005 未満 0.00
108 メソミル 殺虫剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
109 メタラキシル 殺虫剤,殺菌剤 0.2 以下 0.002 未満 0.00
110 メチダチオン（ＤＭＴＰ） 殺虫剤 0.004 以下 0.00004 未満 0.00
111 メトミノストロビン 殺虫剤,殺菌剤 0.04 以下 0.0004 未満 0.00
112 メトリブジン 除草剤 0.03 以下 0.0003 未満 0.00
113 メフェナセット 除草剤 0.02 以下 0.0002 未満 0.00
114 メプロニル 殺虫剤,殺菌剤 0.1 以下 0.001 未満 0.00
115 モリネート 除草剤 0.005 以下 0.00005 未満 0.00

番号 農薬名

（mg/L)

目標値
混合水（自己水+企業団水）

検出値

0.00
の総和

（mg/L)

検出指標値　　　　　　　1以下 検出指標値

用途



≪ダイオキシン類（要検討項目）≫ 

 ダイオキシン類は、物を燃やしたり、塩素を含む有機化合物を製造する過程などで生成される副生成

物です。主な発生源はごみ焼却による燃焼ですが、かつて使用されていたＰＣＢや一部の農薬に不純物

として含まれていたという報告もあります。水中では主として微粒子に含まれ、通常の浄水処理により

除去されます。 

 ダイオキシン類は要検討項目に分類されており、暫定の目標値（1pg-TEQ/L以下）が定められています。 

● ダイオキシン類 （総原水）                             （採水日：令和 7年 12月 18日） 

項    目 毒性等量 

ダイオキシン類+ダイオキシン様 PCB   （pg-TEQ/L） 0.1未満 

 

≪クリプトスポリジウム等≫ 

クリプトスポリジウムは、人や家畜等の腸内に寄生する原虫で、食べ物や水を通して感染し、下痢症の原因と

なる原虫です。塩素消毒に強い抵抗力がありますが、熱には弱く煮沸すると死滅します。 

ジアルジアも下痢症等の原因となる原虫で、塩素消毒に抵抗力がありますが、クリプトスポリジウムに比べる

と弱いです。 

水道におけるクリプトスポリジウム等の対策については、｢水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針｣

(｢水道水中のクリプトスポリジウム等対策の実施について｣(平成 19年 3月 30日付健水発第 0330005 号

の別添。)に基づき、浄水池出口において濁度を 0.1度以下に維持するよう努めています。また、平成 10年より

定期的に検査を行っており、自己水及び総原水にて検出されたことはありません。 

● クリプトスポリジウム等                   （採水日：令和 7年 8月 19日） 

項   目 自己水 総原水 

クリプトスポリジウム（オーシスト） 20L中に検出しない 10L中に検出しない 

ジアルジア（シスト） 20L中に検出しない 10L中に検出しない 

【参考】 濁度   （度） 0.1未満 9.4 

 

● クリプトスポリジウム指標菌 （総原水） 

項   目 5月 27日 8月 19日 11月 4日 2月 3日 

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 

嫌気性芽胞菌 （CFU/100mL） 0 0 0 0 
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５ 臨時試験結果 

 

  

  

  

  

 

  



≪臨時試験結果≫ 

 水道法第 20 条に基づき令和 7 年度に行った臨時試験は、通水前試験 5 件、給水開始前試験 11 件で、

すべて基準を満たしていました。 

 

≪通水前試験結果≫ 

工事名 
下水道工事に伴う幾野 6丁目地内

配水管移設工事 

下水道工事に伴う倉治 5丁目地内

配水管移設工事 

下水道工事に伴う幾野６丁目地内

配水管移設工事 

採水場所 幾野 6丁目地内 倉治 5丁目地内 幾野 6丁目地内 

採水年月日 10月 28日（火） 11月 25日（火） 1月１5日（木） 

残留塩素（遊離） (mg/L) 0.4 0.4 0.3 

臭気  異常なし 異常なし 異常なし 

味  異常なし 異常なし 異常なし 

色度 (度) <1 <1 <1 

濁度 （度） <0.1 <0.1 <0.1 

結果 判定基準に適合 判定基準に適合 判定基準に適合 

 

工事名 
下水道工事に伴う倉治５丁目地内

配水管移設工事 

天野が原町地区重要施設配水管耐

震化工事（その１）（第２工区） 

採水場所 倉治５丁目 天野が原町 5丁目 

採水年月日 3月 9日（月） 3月２6日（木） 

残留塩素（遊離） (mg/L) 0.5 0.4 

臭気  異常なし 異常なし 

味  異常なし 異常なし 

色度 (度) <1 <1 

濁度 （度） <0.1 <0.1 

結果 判定基準に適合 判定基準に適合 

※ 通水前試験判定基準  ：  ・残留塩素（遊離） ［0.1mg/L以上］  ・臭気及び味 ［異常でないこと］ 

・濁度 [0.1度以下]  ・色度[1度以下] 

 

 

≪水質に関する問い合わせ≫ 

令和 7年度における市民のみなさまからの水道水質に関する問い合わせ件数は、6件でした。 

内訳は味・臭気によるものが 1 件、色によるものが 0 件、その他（水質に関するもの）が 5 件となっていまし

た。 
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 附 令和７年度水質検査計画 
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私市ポンプ場 
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浄水受水池 
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水源（深井戸）採水地点 
 

私 市 ポ ン プ 場 

星  の  里  浄  水  場 



●法令に基づく水質検査

水質検査表（１）

◎水質基準項目

共同検査

基27 総トリハロメタン

自己検査基29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

基28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月 １回/3月

基26 臭素酸 0.01 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月

自己検査

１回/月

0.1 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

自己検査

共同検査

基23 クロロホルム

１回/3月 共同検査

基25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月

基24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月 １回/3月

基22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月

自己検査

１回/月 １回/月

0.06 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

基20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 １回/3月以上

１回/3月 共同検査

基21 塩素酸 0.6 mg/L以下 １回/3月以上

基18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 １回/3月以上

基19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 １回/3月以上

基16 0.04 mg/L以下 １回/3月以上
シス-1,2-ジクロロエチレン
及びトランス-1,2-ジクロロエチレン

基17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 １回/3月以上

基14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 １回/3月以上

基15 1,4-ジオキサン 0.05 mg/L以下 １回/3月以上

基12 フッ素及びその化合物 0.8 mg/L以下 １回/3月以上

１回/月 １回/月

基13 ホウ素及びその化合物 1.0 mg/L以下 １回/3月以上

共同検査

基９ 亜硝酸態窒素

基11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

基10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月 １回/3月

0.04 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

鉛及びその化合物 0.01 mg/L以下 １回/3月以上

ヒ素及びその化合物 0.01 mg/L以下 １回/3月以上

共同検査

基３ カドミウム及びその化合物

１回/月 １回/月
基７

基８ 六価クロム化合物 0.02 mg/L以下 １回/3月以上

基６

基４ 水銀及びその化合物 0.0005 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月

基５ セレン及びその化合物 0.01 mg/L以下 １回/3月以上

１回/3月

0.003 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

基２ 大腸菌 検出されないこと １回/月以上

浄水施設出口
（自己水＋企業団水）

基１ 一般細菌 100個/mL以下 １回/月以上
１回/月 １回/月

自己検査

自己検査

自己検査

番　号 検　査　項　目 基　準　値
法令におけ
る検査頻度

検　査　計　画　頻　度

検査体制
給水栓末端

9



  給水栓末端にて「浄水施設出口に一元化」としたものは、送・配水施設において濃度上昇のおそれがない

ため、浄水施設出口で一元化し検査を行います。

は、水道法に基づき、水質検査の省略ができない項目です。

水質検査表（２）

◎１日に１回行う水質検査

番　号 検　査　項　目 基　準　値
法令におけ
る検査頻度

採　水　場　所

1 色

注1

注2

異常でないこと

給水栓末端13箇所
及び配水池5箇所2 濁り 異常でないこと １回/日

3 消毒の残留効果 0.1mg/L以上

番　号 検　査　項　目 評　　　　　価
検査計画
頻　　　度

基47

基50 色度 5度以下 １回/月以上

基51 濁度 2度以下 １回/月以上

１回/月以上味

基49 臭気 異常でないこと １回/月以上

基46 有機物(全有機炭素(TOC)量) 3 mg/L以下 １回/月以上

１回/月

ｐH値 5.8～8.6 １回/月以上

基48 異常でないこと

基44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 １回/3月以上
浄水施設出口に

一元化
１回/3月

基45 フェノール類 0.005 mg/L以下 １回/3月以上

基42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 発生時期
１回/年 １回/年

基43 2-メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 発生時期

基41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 １回/3月以上
浄水施設出口に

一元化
１回/3月

基39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 mg/L以下 １回/3月以上
１回/月 １回/月

基40 蒸発残留物 500 mg/L以下 １回/3月以上

基38 塩化物イオン 200 mg/L以下 １回/月以上 １回/月 １回/月

基36 ナトリウム及びその化合物 200 mg/L以下 １回/3月以上

基37 マンガン及びその化合物 0.05 mg/L以下 １回/3月以上

基34 鉄及びその化合物 0.3 mg/L以下 １回/3月以上

基35 銅及びその化合物 1.0 mg/L以下 １回/3月以上

基32 亜鉛及びその化合物 1.0 mg/L以下 １回/3月以上

１回/月 １回/月

基33 アルミニウム及びその化合物 0.2 mg/L以下 １回/3月以上

基31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 １回/3月以上 １回/3月 １回/3月

基30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 １回/3月以上 １回/月 １回/月

共同検査

自己検査

自己検査

自己検査

検査体制浄水施設出口
（自己水＋企業団水）

検　査　計　画　頻　度

共同検査

１回/月

給水栓末端
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●独自で行う水質検査

水質検査表（１）

◎水質基準項目

１回/年

―

１回/年

―

１回/年

共同検査

自己検査

共同検査

自己検査

基29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 １回/月 １回/月 １回/月

基28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 １回/3月
１回/3月

♦
１回/3月

基27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 １回/月 １回/月 １回/月

基26 臭素酸 0.01 mg/L以下 １回/3月
１回/3月

♦
１回/3月

共同検査

基25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 １回/月 １回/月 １回/月 自己検査

基24 ジクロロ酢酸

共同検査

基23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 １回/月 １回/月

―

１回/年

１回/3月

0.03 mg/L以下 １回/3月
１回/3月

♦
１回/3月―

１回/年 １回/月１回/月

１回/3月
♦

１回/月

基21 塩素酸 0.6 mg/L以下

基18

１回/月 自己検査

基22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 １回/3月

基17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下

基20 ベンゼン 0.01 mg/L以下

基19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下

基14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下

基15 0.05 mg/L以下

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下

基16

1,4-ジオキサン

シス-1,2-ジクロロエチレン
及びトランス-1,2-ジクロロエチレン

基12 フッ素及びその化合物 0.8 mg/L以下

基11
硝酸態窒素
及び亜硝酸態窒素

10 mg/L以下

基13 ホウ素及びその化合物 1.0 mg/L以下

―

シアン化物イオン
及び塩化シアン

0.01 mg/L以下 １回/3月
１回/3月

♦
―

0.04 mg/L以下

１回/年

１回/月 １回/月

― １回/3月 共同検査

１回/年

１回/年

１回/月

セレン及びその化合物 0.01 mg/L以下

基７ ヒ素及びその化合物 0.01 mg/L以下

基10

基６

基４

基９ 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下

基８ 六価クロム化合物 0.02 mg/L以下

鉛及びその化合物 0.01 mg/L以下

基５

１回/月

番　号

共同検査

基２ 大腸菌 検出されないこと

基３ カドミウム及びその化合物

１回/年

―

基１ 一般細菌 100個/mL以下

１回/月 １回/月

１回/年

検　査　項　目 基　準　値

検　査　計　画　頻　度

0.003 mg/L以下

―

１回/3月
♦

１回/3月水銀及びその化合物 0.0005 mg/L以下 １回/3月

自己検査

自己検査

自己検査

検査体制浄　水
（自己水）

企業団水 配水池
原　　水

深井戸 総原水
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番　号 検　査　項　目 基　準　値

検　査　計　画　頻　度

基51 濁度

１回/年 １回/月

異常でないこと

検査体制浄　水
（自己水）

企業団水 配水池
原　　水

5度以下

１回/月 １回/月

深井戸 総原水

味

１回/3月

基47 5.8～8.6

基46 有機物(全有機炭素(TOC)量) 3 mg/L以下

ｐH値

１回/年

―
１回/3月

♦
2-メチルイソボルネオール

１回/月

― ―

0.00001 mg/L以下

１回/年

2度以下

フェノール類 0.005 mg/L以下

色度

基44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下

基49 臭気 異常でないこと

基50

基48

基４２ ジェオスミン 0.00001 mg/L以下

１回/年 １回/年

１回/3月

基43 ―

１回/3月

基45

基41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 １回/3月

蒸発残留物 500 mg/L以下

―

基39
カルシウム、マグネシウム等
（硬度）

300 mg/L以下

１回/月

基40

１回/月

１回/年

１回/年

基33

塩化物イオン 200 mg/L以下

基３１ ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下

基38

１回/3月

0.05 mg/L以下基37 マンガン及びその化合物

基36 ナトリウム及びその化合物 200 mg/L以下

1.0 mg/L以下

鉄及びその化合物

アルミニウム及びその化合物

0.09 mg/L以下基30

亜鉛及びその化合物基32

ブロモホルム

基34

―

１回/月

基35 銅及びその化合物

自己検査

0.2 mg/L以下

１回/3月
１回/3月

♦

１回/月

0.3 mg/L以下

自己検査

共同検査

自己検査

共同検査

1.0 mg/L以下

１回/年

―

１回/年

１回/月 １回/月
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水質検査表（２）

◎水質管理目標設定項目

　目4・6・7・11は欠番です。

　交野市では浄水処理に二酸化塩素を使用していないため、目10亜塩素酸及び、目12二酸化塩素の検査を省略

しています。

注1

注2

※

１回/年

―

―

※ ※

１回/年

※

―

※ ※

― ― ―

※

１回/3月

１回/月

１回/3月 １回/3月

委託検査

※

目31
ﾍﾟﾙﾌﾛｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸(PFOS)
及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸(PFOA)

― ―

※ ※ ※

0.00005 mg/L
以下(P)

１回/4月 １回/4月

１回/月 １回/年 １回/月１回/月 １回/月

※目30
アルミニウム
及びその化合物

0.1 mg/L以下 ※

目29 1,1-ジクロロエチレン 0.1 mg/L以下 １回/月

1度以下

―

１回/3月

目28 従属栄養細菌
1mlの検水で形成される
集落数が2,000以下(P)

目27 腐食性（ランゲリア指数）

※ ※

目24 蒸発残留物 30～200mg/L

目25

１回/3月

 －1程度以上とし、
極力０に近づける

目26 ｐH値 7.5程度

濁度

１回/3月 １回/3月 １回/3月

目23 ―臭気強度（TON） 3以下 １回/年―

―

共同検査―

―

―

―

１回/年

目21 0.02 mg/L以下

目22
有機物等
(過マンガン酸カリウム消費量)

3 mg/L以下

メチル-t-ブチルエーテル

１回/年

１回/年 １回/年

目20 1,1,1-トリクロロエタン 0.3 mg/L以下

１回/月 １回/月 １回/年

目19 遊離炭酸 20 mg/L以下 １回/年 １回/年 １回/年

※ ※※ ※

目18 マンガン及びその化合物 0.01 mg/L以下

目17
カルシウム、マグネシウム等
（硬度）

10～100mg/L

―

フタル酸ジ（2－エチルヘキ
シル）

0.08 mg/L以下

0.02 mg/L以下
(P)

農薬類
検出値と目標値の比
の和として、１以下

１回/月 １回/月 １回/月

目13 ジクロロアセトニトリル
0.01 mg/L以下
(P)

１回/年

目15

目16

―

1回/年 共同検査

目10

―

―

残留塩素 1 mg/L以下

0.6 mg/L以下

１回/年１回/月

目12 二酸化塩素

0.4 mg/L以下

目９

トルエン

―0.6 mg/L以下

１回/月

目８

目２ ウラン及びその化合物
0.002 mg/L以
下 (P)

―

目５ 1,2－ジクロロエタン
0.004 mg/L以
下

１回/月目３ ニッケル及びその化合物 0.02 mg/L以下

―

1回/年１回/年

目14 抱水クロラール

亜塩素酸

目１ アンチモン及びその化合物 0.02 mg/L以下

１回/月 １回/月 １回/月

番号 検　査　項　目
目　標　値

※（Ｐ）は暫定値

検　査　計　画　頻　度

原　　水

※

１回/月 １回/月

自己検査

検査体制給水栓
末端

浄水施
設出口
（自己水＋
企業団水）

浄　水
（自己水）

企業
団水

配水池
深井戸 総原水

―

※

自己検査

自己検査

共同検査

―

１回/年

１回/3月
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水質検査表（３）

◎その他の水質検査項目

①　

参考にして検査を行います。

②　

③ 　独自の検査は、自己検査を基本とします。また検査不可能な項目についても、要検査と判断した項目に

ついては共同検査・委託検査を行います。

④ 　「－」は、検査を行いません。

⑤ 　「◆」は、大阪広域水道企業団が実施した水質検査の結果を確認します。

⑥ 　「※」は、水質基準項目として検査を実施しています。

備考： 　検査方法は、国が定めた水道水の検査方法に基づき行うとともに、上水試験方法（日本水道協会）を

　自己検査項目を共同検査・委託検査に変更する場合や、検査頻度を見直す場合があります。

溶存酸素 ― ― ― ― ―

溶性ケイ酸 ― ―

カリウム ―
１回/月

硫酸イオン ―

―

１回/月 １回/月 １回/月 １回/月

1回/3月

自己検査

総アルカリ度 ― 1回/3月 1回/3月 1回/3月

―

― 1回/3月

アンモニア態窒素

１回/月 １回/月 1回/月

１回/月

1回/月

１回/年

１回/月

１回/年

―

―

委託検査

1回/3月

1回/3月

ダイオキシン類
１pg-TEQ/L
以下 (P)

１回/年

電気伝導率 ―

共同検査

ノニルフェノール

ジアルジア ―

クリプトスポリジウム指標菌 ―
―

ﾍﾟﾙﾌﾛｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸(PFHxS) ― １回/4月 委託検査

そ
の
他
の
項
目

クリプトスポリジウム ―

― ―

１回/年

1回/月

― ―

― ―

0.3 mg/L以下
(P)

ビスフェノールA
0.1 mg/L以下

(P)

フタル酸ジ（ｎ-ブチル） 0.01 mg/L以下

フタル酸ブチルベンジル 0.5 mg/L以下

１回/月 １回/年

―

１回/月 自己検査

スチレン 0.02 mg/L以下

―
―

―

配水池
原　　水

深井戸 総原水

要
検
討
項
目

モリブデン 0.07 mg/L以下 １回/月 １回/月 １回/月

１回/4月

１回/年

検　査　項　目
目　標　値　等

※（Ｐ）は暫定値

検　査　計　画　頻　度

検査体制給水栓
末端

浄水施
設出口
（自己水＋
企業団水）

浄　水
（自己水）

企業
団水
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